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（別添４） 

【沼津市】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末を始めとするICT環境によって実現を目指す学びの姿 

 国のＧＩＧＡスクール構想に基づき本市が導入した、「１人１台ＰＣ端末」をはじめ

とする小中学校のＩＣＴ環境を、学校教育の「あらゆる場面」で活用することで、全て

の児童生徒の可能性を引き出す個別最適な学び、協働的な学び及び学びの継続を実現し、

学習の基盤となる資質・能力としての情報活用能力、問題発見・解決能力等を育成する

ことにより、「Society5.0時代」や先行き不透明な時代を生きる中で様々な課題に柔軟

に対応できる人づくりを目指します。 

 

 

２．ＧＩＧＡ第１期の総括 

 沼津市教育委員会事務局では、令和２年度までに市立小学校・中学校41校に約13,000

台の１人１台端末、ローカルブレイクアウト方式による高速インターネット環境、全普

通教室に大型提示装置を整備しました。また、令和４年度には音楽室や理科室の特別教

室の一部に電子黒板機能付きの大型提示装置を追加配備するなど、学校内のICT環境を

充実させてきました。 

これらにより、令和３年度以降の学校現場では、授業においてインターネット等を用

いた情報収集、カメラ機能による観察・実験などの学習の記録、共同編集機能によるお

互いの意見や考えを共有した活発な意見交換など、ICT機器の特徴を生かした活用を行

っている。また、授業以外にも、健康観察や部活動の連絡、生徒会活動やオンライン会

議、地域と連携した自然観察会といった、積極的な活用を図るなど、各校におけるICT

機器等の活用頻度の差については、解消が図られております。 

一方で、教職員によるICT機器等の活用方法に差があることから、今後は、学校間・

学校内での活用スキル底上げのため、情報教育コーディネーターやアドバイザーによる

各校の課題に応じた更なる支援訪問を充実させ、教育の質の向上を図っていく。 

 

 

３．１人１台端末の利活用方策 

 GIGA第1期では１人１台端末を、学校教育の「あらゆる場面」で活用してきた結果、

端末は児童生徒にとって必要不可欠な文房具となっている。 

沼津市教育委員会事務局では、１人１台の利活用の方策として、以下の３点を実施す

ることで活用を促進し、児童生徒の学びを止めないためにも１人１台端末の環境を引き

続き維持していく。 

（１）１人１台端末の積極的活用 

・児童・生徒が１人１台端末を自分に合った学び方で活用し、自ら学び、自ら考え、

自ら表現する授業作りを行う。 

・１人１台端末の活用の目的を理解し、ICT活用指導力の向上につながる情報教育

コーディネーター・アドバイザーによる支援訪問や校内研修を計画的に実施する。 



 

２ 

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現に向け、導入済み指導者用デジタ

ル教科書や各校独自に選択可能なデジタルコンテンツに加え、学習者用デジタル

教科書等のデジタル教材を導入し、授業等で効果的に活用する。 

 

（２）個別最適・協働的な学びの充実 

・本市独自の教科である「読解の時間」と同様に問題解決的な授業をベースとして

実施し、子供たちの必要や、教師の意図によってICT機器の効果的な活用を推進

していく。 

・子供たちの必要に応じ、学校内外を問わず交流して学ぶ機会の推進をしていく。

例えば、ビデオ会議システムや協働学習ツールを使って、グループプロジェクト

やディスカッションを行う。 

 

（３）学びの保障 

・災害等による学校の臨時休業が生じた際、又は、止むを得ず登校できなき児童生

徒に対し、ビデオ会議システム等を活用した同時双方向の遠隔授業の実施や、児

童生徒と教員が繋がる手段として活用する。 

・１人１台端末で利用可能なICTツールを活用し、時間や相談相手に気兼ねなく相

談できる体制の充実を図り、問題行動等の未然防止や早期発見・早期対応につな

がる取組みを継続していく。 

別添「沼津市学校教育におけるＩＣＴ活用方針（N-GIGA）」に詳細を示す。 

 

※モデルケース、学習場面に応じたICT活用例、指導スキルと活用ツール等は、 

別添「沼津市学校教育におけるＩＣＴ活用方針（N-GIGA）」に詳細を示す。 

URL：https://swa.numazu-szo.ed.jp/numazu/download/document/2398597?tm=20241011084808 

 


